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1. 国立大学法人 機器・分析センター協議会  

開催概要・プログラム 

 

開催概要 

開催日時： 令和 6 年 10 月 11 日（金）10:00～17:00 

開催地： 新潟大学  旭町キャンパス  医療人育成センター  4 階  ホール 

参加者： 243  名  (オンライン：  119 名，  現地：  124 名)  

参加機関： 52 機関  (現地参加：  46 機関，オンライン：6 機関) 

 

 

プログラム 

10:00 総会 

開催校挨拶 末吉 邦氏  新潟大学副学長 

開会の辞  栗原 靖之 協議会会長 

審議事項  

議案 1 新規組織会員（新規機関）の入会について 

議案 2 新規組織会員（既存機関）の入会について 

報告事項 

報告事項１ 協議会活動報告 

報告事項２ 幹事会報告 

報告事項 3 委員会報告 

12:00 技術職員会議・パネルディスカッション 

  武田 希美氏（北海道大学） 機器共用利用向上の取り組み 

  水田 敏史氏（鳥取大学）  技術連携による人材育成と技術開発 

  豊田 英之氏（長岡技術科学大学） 機器の高度共用化に関する取り組み 

  五十嵐 文子氏（新潟大学）  人材育成の取り組み 

14:45 パネルディスカッション 

基調講演   

熊谷 果奈子氏（文部科学省 研究振興局 大学研究基盤整備課） 
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  学術研究政策の最近の動向 

 田邉 綾乃氏（文部科学省 科学技術・学術政策局 研究環境課） 

  共用推進にかかる現状と課題 

  講演 

林 史夫氏（群馬大学） 

   技術職員は研究者とともに課題解決を担うパートナーとして重要な人材 

 坂園 聡美氏（東北大学） 

   東北大学における研究設備の全学共用体制について 

 パネルディスカッション 

16:45 令和 6 年度 機器・分析センター協議会開催校挨拶 

   真木俊英氏 長崎大学 研究開発推進機構 

16:55 閉会の辞 生駒忠明氏 新潟大学 機器分析センター長 

17:00 閉会 
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2.    機器・分析センター協議会 議事録 

開催校挨拶 （末吉 邦氏 新潟大学 副学長） 

本日、新潟で本会議を開催できることを光栄に思います。

遠方より参加いただいた皆様に、心より感謝申し上げます。 

本会議は 1997 年に埼玉大学で第 1 回が開催され、今回で

28 回目を迎えます。1996 年の科学技術基本計画に基づき、

研究設備の全学共同利用が推進され、約 30 年にわたり国家

戦略の一環として研究環境の整備が進められてきました。 

近年、リモート化・スマート化の進展に伴い、研究 DX の

推進が加速しています。2021 年度には文部科学省が研究設備

共用化ガイドラインを提示し、2022 年度以降、各大学で共用

方針の策定・公表が進められています。さらに、コアファシ

リティー化の確立など、研究環境は大きな転換期を迎えてい

ます。 

本会議は、国と大学が連携し、実践事例や課題を共有する貴重な場となります。各大学の状況

は異なりますが、相互に学び合い、今後の取り組みに活かしていただきたいと考えます。 

本来なら、文部科学省 研究振興局 大学研究基盤整備課の熊谷課長補佐にも現地で参加いただ

く予定でしたが、ご多忙のためオンラインで講演いただくことになりました。文部科学省の取り

組みや方向性を確認しながら、活発な議論が展開されることを期待します 

本会議が、皆様の大学における研究環境整備の転換点となることを願い、開会の挨拶といたし

ます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

開会の挨拶 

司会（山内）:  

おはようございます。本日は、令和 6 年度国立大学法人機器・分析センター協議会総会を開催

いたします。私は、本協議会幹事の沖縄科学技術大学院大学の山内です。どうぞよろしくお願いい

たします。 

まず初めに、本協議会会長である横浜国立大学の栗原靖之会長より、総会開会のご挨拶をいた

だきます。 

栗原会長:  

皆さん、おはようございます。協議会会長の栗原です。会員の皆様には、日頃より協議会活動に

対するご理解とご協力をいただいており、心より感謝申し上げます。また、本日はお忙しい中、

ご参加いただき誠にありがとうございます。さらに、この開催に際し、多くの準備を進めてくださ

った新潟大学の関係者の皆様にも、深くお礼申し上げます。 

本協議会では、 
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1. 機器の共用体制・センター運営のシステム（ソフト） 

2. センターに設置する機器の管理（ハード） 

3. それを支える人材（技術職員・教職員・学生） 

という三本柱を中心に据えて、研究基盤の整備を目指しています。これを大学の教育研究と結び

つけながら、現場・執行部・文部科学省が協調し、実効性のある研究基盤体制を構築することが

目標です。 

また、今年の総会では「技術職員会議を午前中に開催し、シンポジウムを午後にする」 という

新たな順番を導入しました。これは、これまで技術職員会議に教職員の参加が少なかったことを

受け、技術職員が重要な協議会の構成メンバーであることを意識してもらいたいという意図があ

ります。技術職員会議は、単なる会議ではなく、協議会のシンポジウムと並ぶ重要なイベントとし

て捉えていただきたいと考えています。 

本日は、文部科学省の担当者がオンライン参加となりますが、後日改めて対話の場を設けたい

と考えています。それでは、長時間となりますが、皆様の積極的なご参加とご発言を期待していま

す。 

 

総会議事の開始 

司会（山内）: 

総会の成立を報告（議決権 51 組織中 41 機関が出席、7 機関が委任状提出） 

 有効投票数 48 通を確認 

 栗原会長が議長を務める 

審議事項 

議長（栗原）:本日の審議事項は以下の 2 点 

議案 1: 新規組織会員（新規機関）の入会 

  帯広畜産大学が正式会員として加入申請 

  幹事会で承認済み、総会で審議 

議案 2: 既存機関の新規組織会員の入会 

  東京工業大学 バイオサイエンス総合支援センター 

  大阪大学 コアファシリティ機構 

  幹事会承認済み、総会で審議 

補足: 

東京科学大学（東工大・医科歯科統合） の議決権について、今年度は旧組織のまま 1 票

ずつ 
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採決結果 

議案 1（帯広畜産大学）  賛成 45 票（議長委任 7 票含む） → 承認 

議案 2（東工大・大阪大）  賛成 47 票（議長委任 7 票含む） → 承認 

結果: 

帯広畜産大学、東京工業大学バイオサイエンス総合支援センター、大阪大学コアファシリティ機

構の正式入会決定 

 

新規会員の挨拶 

 帯広畜産大学（得字圭彦 先生） 

 東京工業大学（廣田順二 先生） 

 大阪大学（古谷浩志 先生） 
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報告事項（野口副会長） 

報告事項 1 協議会活動報告 
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事項 2  幹事会報告 

  

報告事項 3 各委員会報告 

1) 事業検討委員会 (松本委員長)  
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2) 広報委員会 (真木委員長) 
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2) 技術人材委員会 （西口委員長） 
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4) 外部連携委員会 (永野委員長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会の閉会 

議長（栗原）: すべての議事終了を報告した。 

閉会挨拶   三隅 将吾 協議会副会長（熊本大学） 
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技術職員会議 2024 - 事例紹介 

開会挨拶と趣旨説明（小林） 

 来賓: 新潟大学理事・末吉先生 

 開催趣旨: 

  技術職員の役割や課題を議論し、教育研究環境の支援強化を目的とする。 

  伝統を継承しつつ、技術職員だけでなくセンター全体の多様な職種と連携を深める。 

  将来的には協議会シンポジウムとして発展させる構想。 

 テーマ: 「技術職員の仕事とは？可能性と限界」 

  技術職員の業務範囲の拡大や新たな役割を検討するための議論。 

  まずは現状の技術職員の業務を見直し、今後の展開を考える。 

 プログラム: 

 事例紹介 

  武田 希美氏（北海道大学） 機器共用利用向上の取り組み 

  水田 敏史氏（鳥取大学）  技術連携による人材育成と技術開発 

  豊田 英之氏（長岡技術科学大学） 機器の高度共用化に関する取り組み 

  五十嵐 文子氏（新潟大学）  人材育成の取り組み 

 パネルディスカッション 
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事例紹介 1：北海道大学・武田 希美氏 

テーマ：「機器共用利用向上の取り組み」 

 

1. 広報活動 

 ウェブサイトの充実:  

北海道大学のトップページからグローバルファシリティセンター(GFC）ページ

へ誘導。 

  コンテンツの整理・色分けで視認性を向上。 

  検索エンジンでヒットしやすいよう工夫。 

 SNS の活用:  

  Facebook や X（旧 Twitter）を活用して情報発信。 

  イベント出展:  

  分析機器展示会「JASIS」へ出展し、学外の利用者へアピール。 

  民間企業との接点を増やし、新たな利用者を獲得。 

2 利用者支援 

 初心者向け利用説明会（年 2 回）:  

  技術職員が発表資料を作成し、プレゼンも担当。 
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  技術職員自身のスキルアップにも寄与。 

  コロナ禍以降は資料をウェブ公開し、オンラインでのアクセスを可能に。 

 技術相談・問い合わせ対応  

  研究者や学生、民間企業からの相談を丁寧に対応。 

  「分析は断らない」を基本姿勢とし、新たな方法を模索。 

3. 今後の課題・展望 

 学内利用の浸透:  

 事務職員や教員とも連携し、機器共用の認知を広める。 

 技術職員の研鑽:  

 最新技術や学内外の研究動向をキャッチし、利用者支援の質を向上。 

 

 

  



- 17 - 

 

  



- 18 - 

 

  



- 19 - 

 

  



- 20 - 

 

  



- 21 - 

 

  



- 22 - 

 

  



- 23 - 

 

  



- 24 - 

 

  



- 25 - 

 

  



- 26 - 

 

  



- 27 - 

 

事例紹介 2：鳥取大学・水田 敏史氏 

テーマ：「技術連携による人材育成と技術開発」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 大学・業務概要 

 鳥取大学は、学生約 6000 名・教職員約 2500 名のコンパクトな大学。 

 研究基盤センターでの機器管理を担当:  

 NMR（核磁気共鳴装置）、質量分析装置、電子顕微鏡などの保守・管理・利用支援。 

2. 連携事例 

NMR クラブの活動 

  全国 33 機関・66 名が参加する技術職員ネットワーク。 

  技術継承・研修の実施:  

  JT 研修、ベテラン技術者による講習会、合同研修など。 

  企業向け講習会も開催。 

 構造解析の実践 

  各大学で同一サンプルを測定・解析し、データの共有と議論を実施。 

汎用警報システム「ワンワン」 

  機器異常の通知システム。 
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  岩手大学・分子化学研究所と共同開発。 

  活用例:  

   NMR のマグネット異常警報と圧力計の低下通知 

   鳥取大学では「エラーランプ検知システム」を独自開発。 

3. 今後の課題 

 停電時の対応 

  現在のシステムでは停電時の通知ができないため、改善が必要。 

 学内の連携強化 

  学部・部局間での情報共有を進め、技術活用を拡大。 
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事例紹介 3：長岡技術科学大学・豊田 英之様 

テーマ：「機器の高度共用化に関する取り組み」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 機器共用の取り組み 

遠隔利用の推進 

  完全遠隔利用:  

   利用者がリモートで機器を操作。 

  半遠隔利用:  

   技術職員が操作し、利用者が遠隔で確認・指示。 

利用実績 

  大学・研究機関利用が 8 割、企業利用が 2 割。 

  特に携帯観察機器（SEM、TEM、X 線 CT）が多く利用。 
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2.人材育成 

 遠隔操作インストラクター制度: 技術職員の支援なしで利用可能な利用者を育成。 

 TC カレッジでの教育: 遠隔分析の技術講習を担当。 

3. 今後の展望 

 遠隔利用の拡充:  

  USB 接続のリモート操作パネルを活用し、利用者増を目指す。 

  



- 40 - 

 

  



- 41 - 

 

  



- 42 - 

 

  



- 43 - 

 

  



- 44 - 

 

  



- 45 - 

 

  



- 46 - 

 

  



- 47 - 

 

事例紹介 4：新潟大学・五十嵐 文子氏 

テーマ：「人材育成の取り組み」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 学内向けの取り組み 

「なるほど研究支援セミナー」 

  技術職員による共用機器紹介のセミナー（隔週・15 分）。 

  YuTube でオンデマンド配信（学内限定）。 

  利用者の増加に貢献。 

機器利用の促進 

  セミナー開催後、機器利用者が増加。 

  研究支援セミナーが講習会の補助教材にもなり、技術職員の負担軽減に寄与。 

2. 学外向けの取り組み 

履修証明プログラム「研究設備タクミカレッジ」  

  社会人向けに研究設備の管理技術を教育。 

  E ラーニング中心で負担を軽減。 

  学長名で修了証を交付（履歴書に記載可能）。 
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 学外の人材を活用し、技術職員の不足を補う。 

3. 今後の展望 

 育成した人材の活用方法を検討:  

 技術補佐員やアルバイトとして実際の管理業務に関与させる。 

4. 全体の成果と課題 

 成果  

  技術職員のスキル向上、利用者の増加、学内外連携の強化。 

 課題  

  技術職員の負担増、運営の持続可能性、新たな人材確保の仕組み構築。 
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技術職員会議 2024 - パネルディスカッション 

1. パネルディスカッションの趣旨 

 テーマ：「技術職員の可能性と限界」 

技術職員の業務環境、予算、時間管理、遠隔 DX、人材育成、機器利用促進につ

いて議論。 

 目的： 

  技術職員の現場課題を共有し、解決策を探る。 

  成功事例を共有し、他大学でも活用可能なモデルを模索。 

  技術職員の役割の明確化と学内・学外との連携強化を目指す。 

 パネリスト（4 名） 

1. 北海道大学・武田 希美様（機器共用利用向上） 

2. 鳥取大学・水田 敏史様（技術連携と機器開発） 

3. 長岡技術科学大学・豊田 秀之様（遠隔利用の拡大） 

4. 新潟大学・五十嵐 文子様（人材育成の取り組み） 
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2. 技術職員の業務環境と理解の状況 

技術職員の役割の変化 

  以前は、機器管理・メンテナンス、学生実験補助が主業務だった。 

現在は、広報、営業、技術開発、教育、共同研究サポートなど、業務範囲が拡

大。 

  大学内での理解度が重要課題。  

  技術職員自身が役割を説明し、学内での立場を確立する必要がある。 

各大学の業務環境と理解度 

北海道大学（武田様） 

  技術職員が主導するセンター運営が確立。 

  センターの部門長も技術職員が務める。 

  教員も技術職員の役割を理解しており、恵まれた環境。 

  ただし、事務職員との業務区分が曖昧で、技術職員の専門性が伝わりにくい。  

  技術職員の独自性を示す仕組みが必要。 

鳥取大学（水田様） 

  学外連携（NMR クラブ、ワンワン警報システム開発）が活発。 

  研修で得た知識を学内に還元する形で、学内の理解を得られている。 

  ただし、機器の増加で業務負担が増えている。 

長岡技術科学大学（豊田様） 

  技術職員・URA・教員・事務補佐員が連携し、外部利用に対応。 

  定期的なミーティングで情報共有を徹底。 

  技術職員の負担は増えているが、組織的に連携し対応。 

新潟大学（五十嵐様） 

  機器共用促進に向けた施策を展開。 

  業務が多岐にわたるが、各職員がペース配分しながら調整可能な環境。 

3. 予算・資金確保 

技術職員の予算管理の現状 

  ほとんどの大学で技術職員個人に予算の裁量はない。 
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  多くはセンター単位・技術部単位で予算が配分される。 

  予算確保が難しく、特に修理費用の確保が課題。 

各大学の資金確保策 

北海道大学（武田様） 

  センターや部門で企画が理にかなっていれば予算がつく。 

  ただし、技術職員個人の裁量はない。 

鳥取大学（水田様） 

  学外利用料の 25%を技術部の運営資金に。  

  研修・学会参加費として活用可能。 

  企業との受託分析収入も活用。  

  依頼分析（データ提供）と受託分析（解析付き）を区別し、収益化。 

長岡技術科学大学（豊田様） 

  技術庁裁量経費制度を導入し、技術職員が申請可能。 

  個別研修のための予算枠も確保。 

新潟大学（五十嵐様） 

  各機器に毎年予算枠があり、技術職員の判断で運営。 

  ただし、大規模修理は事前相談が必要。 

議論のポイント 

学外利用料の一部を技術職員の研修・運営資金に充てる仕組みは有効（鳥取大学

の例）。 

  修理費用の確保は、多くの大学で課題。  

利用料の一部を修理費に積み立てる仕組みを整備すべき（九州大学・新潟大学の

取り組み参照）。 

4. 業務時間の確保 

時間確保の工夫 

北海道大学（武田様） 

  技術補佐員に業務を委任し、負担軽減。 

  DX（デジタル化）活用で業務効率化。 

鳥取大学（水田様） 
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  機器の増加で技術職員の負担が増大。 

  学部 4 年生以上の学生アルバイトを活用し、メンテナンスや分析作業を補助。 

長岡技術科学大学（豊田様） 

  遠隔インストラクター制度を導入し、管理負担を軽減。 

新潟大学（五十嵐様） 

  スケジュール管理を徹底し、空き時間を作る工夫。 

5. 遠隔 DX 活用 

遠隔利用の活用事例 

長岡技術科学大学 

  遠隔インストラクター制度を導入。 

  チェックテストや操作動画を作成し、利用者の自主利用を促進。 

鳥取大学 

  装置のメンテナンス業務に遠隔操作を導入。 

  NMR・TEM の管理負担が軽減。 

6. 学外利用促進とニーズの把握 

学外利用の促進策 

    北海道大学：企業からのメール問い合わせ対応。 

    鳥取大学：地域の産業技術センターと連携し、学外利用を拡大。 

    新潟大学：卒業生のネットワークを活用し、機器利用を促進。 

7. まとめ: 技術職員の「可能性と限界」 

可能性 

  遠隔利用・DX 導入で業務負担軽減が期待。 

  学外利用の拡大が新たな収益源に。 

  学生アルバイトや技術補佐員の活用で負担軽減。 

限界 

  技術職員の増員は難しく、業務負担増のリスク。 

  修理費の確保が課題。 

今後の展望 

  学内外の連携強化と技術職員の役割の明確化が必要。 
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  資金確保策の検討と持続可能な運営モデルの構築。 

ファシリテーター総括： 「技術職員の役割は拡大している。今日の議論が、持続可能な技術支援

の在り方を考えるきっかけとなれば幸いです。」 
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シンポジウム  

テーマ： 2025 年度末までに我々がなすべきこと  

- このままだと大学の教育研究が危ない 

司会（大島隼人） 

 目的：  

2025 年度末までに大学の共用体制構築が求められているが、準備状況が進んで

いない現実を共有 

  各大学が独自の強みを活かし、迅速に対応するためのヒントを提供 

  事例紹介とパネルディスカッションを通じて実践的なアクションを促す 

講演者 

1. （基調講演）熊谷 果奈子氏  文部科学省 研究振興局 

学術研究政策の最近の動向 

 

2. （基調講演）田邉 綾乃氏  文部科学省 科学技術学術政策局 

共用推進にかかる現状と課題 
 

3. 林 史夫氏（群馬大学） 

 技術職員は研究者とともに課題解決を担うパートナーとして重要な人材 
 

4. 坂園 聡美氏（東北大学） 
 

 東北大学における研究設備の全学共用体制について 

 

1. 基調講演：「学術研究政策の最近の動向」 

講演者：熊谷果奈子（文部科学省 研究振興局 大学研究基盤整備課） 

概要  

  日本の研究力強化に向けた政策動向を説明 

  中規模研究設備の整備に関する最新の調査結果を共有 

①  大学研究力強化の全体像 
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  基盤的支援：科研費や創発的研究支援事業など 

  拠点支援：WPI（世界トップレベル研究拠点）や競争的研究環境支援 

  横断的連携：大学共同利用機関や共同研究拠点を強化 

  最上位目標：「国際卓越研究大学」や「地域中核特色ある研究大学」の形成 

②  中規模研究設備の整備に向けた取り組み 

  調査結果 

   全国 58 機関が 1 億円以上の中規模研究設備を保有 

   多くの設備は競争的資金で導入され、老朽化が進行 

   8 割以上の設備は機関外からの利用も受け入れ 

   高額設備ほど基盤的経費の割合が高い 

  課題 

   設備の老朽化：今後 10 年以内に約 5 割が更新時期を迎える 

   管理人材の不足：技術職員の確保が困難 

   戦略的整備の遅れ：更新計画がない設備が多数 

  対応策 

「大学の枠を超えた研究基盤設備強化充実プログラム」（概算要求：20.3

億円）  

   10 億円上限で設備更新を支援 

   研究開発・維持管理費用の支援（1500 万円/件） 

   国立大学運営費交付金に 127 億円要求  

   地域連携を活かした汎用性の高い設備の更新を支援 
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2. 基調講演：「共用推進にかかる現状と課題」 

講演者：田邉綾乃（文部科学省 科学技術学術政策局 研究環境課） 

 概要: 研究設備機器の共用推進の現状と今後の課題について説明 

①  研究設備機器共用の基本方針 

  3 つの共用レイヤー 

1. 超大型施設（数百億円以上）：スプリングエイト、J-PARC 等 

2. 大型設備（数億円～数十億円）：NMR、MRI 等のネットワーク共用 

3. 一般研究設備（分散管理→コアファシリティ化）：各大学で戦略的に運用 

  コアファシリティ化の目指すもの 

   大学全体の研究基盤の戦略的運用 

   研究設備の最適化と研究力の向上 

   学内外の研究者へのアクセス向上 

②  研究設備機器共用の現状 
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  共用ガイドライン（2022 年発出） 

   各大学に「共用方針の策定」を求める 

   2025 年度末までに共用体制を構築する必要あり 

  進捗状況 

   2023 年度調査結果  

   8 割の大学が共用方針策定・公表済み 

   しかし、研究基盤 IR 体制や技術人材のキャリア形成は未整備 

③  主要課題と今後の方針 

  課題 

   経営層の意識改革の遅れ：大学全体での取り組みが不十分 

   技術職員の不足：適切な人材の確保が難航 

   財源不足：戦略的な設備更新が進まない 

  対応策 

   共用システムの「見える化」  

    全国の共用設備をデータ化し、可視化する 

   大学間の好事例を横展開 

    新たなネットワーク形成  

   先進的な大学がリーダーシップを発揮し、他大学を支援 

   機器メーカーとの連携  

設備開発段階から大学とメーカーが協力し、最適な研究環境を

構築 
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3. 事例報告 1 

発表者: 林 史夫先生 

群馬大学機器分析センター 

テーマ:  

技術職員は研究者とともに課題解決を担うパートナーとして重要な人材 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容: 

ガイドラインの重要性: 技術職員は研究者とともに問題解決を担うパートナーと

して重要であるというガイドラインの理念に基づき、具体的な取り組みを紹介。 

技術職員のプレゼンス向上: 

個々の技術職員のプレゼンス向上をミッションに掲げ、自己満足ではな

く、先生方、経営陣、事務職員へのアピールを推奨。 

スキルアップを重視し、教育研究や地域支援にも貢献。 
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研究力向上への貢献: 

研究機器エコシステムを構築し、研究力向上、産学連携、収入向上を目

指す。 

研究支援力向上のため、学外依頼分析とマイスター育成プログラムを実

施。 

外部依頼分析: 

Pwer BI による可視化で、機器ごとの利用金額を把握。 

技術職員が中心となり、外部依頼分析で得た収入はセンター運営の重要

な柱。 

技術職員のスキル向上（技術力、分析力、洞察力、コミュニケーション

力）や、学内依頼への還元にも貢献。 

マイスター育成プログラム: 

学部生（2,3 年生）を対象に、技術職員が分析装置の利用を指導。 

学生のプレゼンテーション能力、コミュニケーション能力、計画力が向

上。 

育成プログラム修了生は、外部依頼分析の補助資格を得て、技術職員の

負担軽減に貢献。 

科研費申請の推進: 

技術職員の科研費申請を推奨し、研究者的な思考センスを育成。 

申請を通じ、最新の学術情報を把握する能力を向上。 

学外依頼分析やマイスター育成プログラムでの経験を申請テーマに活

用。 

過去には、科研費採択と受賞実績あり。 

まとめ: 

学外依頼分析、マイスター育成プログラム、科研費申請を通して、技術職員のス

キルアップとプレゼンス向上を達成。 

技術職員の発展が、組織全体の発展につながる。 

技術職員が研究者と対等に仕事ができるよう、技術力と意識向上を重視。 
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事例報告 2 

発表者: 坂園聡美先生 

（東北大学研究推進支援機構コアファシリティ統括センター） 

テーマ: 東北大学における研究設備の全学共用体制について 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容: 

東北大学の特徴: 

研究第一をミッションとし、学生数、教職員数ともに多い。 

部局単位の独立性が高く、キャンパスが複数に分散。 

全学共用体制の歩み: 

ステップ 1:  

2008 年、テクニカルサポートセンター設置（バーチャル組織、専任職

員ゼロ）。設備利用内規は制定されたが、窓口は機能せず。 

ステップ 2:  
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2009,2013 年、総合技術部を設置（技術職員の専門性を活用）。2015

年、テクニカルサポートセンターに専任職員配置（URA）。 

ヒアリングによる情報収集、設備利用相談窓口開始。 

センター長と実務担当との距離感、全学で設備の特性が見えづらい点が

課題として浮上。 

ステップ 3:  

副センター長ポストを設置。キャンパスごとのサテライト組織を設置

し、現場の意見を吸い上げる体制へ。 

執行部レベルでの設備と人材の一体的な議論の場がない点が課題。 

ステップ 4:  

コアファシリティ統括センターを設置。総合技術部と共同で運営する体

制を構築。 

運営委員会には、研究担当理事、人事担当理事、財務担当副学長、セン

ター長、技術部副部長が参加。 

今後の展望: 

国際卓越研究大学の認定候補に選定され、コアファシリティの強化を計画。 

研究者のニーズを把握し、適切な運用体制を構築。 

現在の課題: 

ユーザーニーズの把握不足。 

情報周知とコミュニケーションの強化。 

設備運用体制、コアファシリティ統括センター運営体制の強化。 

技術人材、全額調整を行う URA の増員。 

情報交換・意見交換の強化。 
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司会（栗原靖之） 

 シンポジウムの意図の紹介 

  2025 年度末の期限に向け、大学は何をすべきか 

  各大学が独自の戦略を持ち、迅速に対応することが鍵 

  本日の事例報告（群馬大学・東北大学）を通じて、新たなアイデアを得てほしい 

  参加者への問いかけ 

  「自分の大学で何ができるか？」を考える場にしてほしい 

  得た知見を大学に持ち帰り、具体的なアクションにつなげる 

 現状把握 

  研究設備の共用推進は大学の生存戦略に直結 

  2025 年度末までに共用体制の構築が求められる 

  大学間連携や技術職員の活用が重要 

  財源確保・戦略的運用のために政府の支援を活用する必要がある 

 今後の期待されるアクション 

  自大学の共用体制を見直し、改善点を特定 

  大学間のネットワークを活用し、好事例を参考にする 

  研究設備の「見える化」を進め、計画的な運用を目指す 

 

シンポジウムパネルディスカッション 

1. 開会とパネリスト紹介 

司会進行: 栗原靖之（横浜国立大学 会長） 

本日のパネルディスカッションでは、「研究基盤整備と共用体制の課題と解決策」をテーマに議論

します。 

パネリスト 

1. 林史夫氏（群馬大学 機器分析センター）  

  技術職員の科研費申請の取り組み 

2. 坂園聡美氏（東北大学 コアファシリティ統括センター）  
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  共用ガイドラインの実践と成功事例 

3. 熊谷果奈子氏（文部科学省 大学研究基盤整備課）  

  研究基盤政策の現状と今後 

4. 田邊綾乃氏（文部科学省 研究環境課）  

  研究力向上の視点からのガイドライン運用 

5. 三隅将吾氏（熊本大学 協議会副会長）  

  各大学の実態に即した意見を提供 

 

 

研究基盤の課題 

研究基盤整備の問題は単純ではなく、以下のような複雑な要素が絡み合っています。 

1 資金不足  

 研究設備の購入・維持に必要な資金が不足 

 国からの予算配分の増額が求められる 

2 人材不足  

 技術職員の確保・育成が難しい 
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 組織全体で支える仕組みが必要 

3 組織間の連携不足  

 学内での設備共用が進まない 

 他大学・企業との連携不足 

4 設備の見える化の遅れ  

 研究者が利用できる機器の情報が統一されていない 

 効率的な運用を阻害 

これらの問題に対し、解決策を見出すための議論を進めていきます。 

 

群馬大学の取り組み（林先生） 

技術職員による科研費申請 

技術職員が科研費を申請し、研究者のサポートだけでなく自ら研究に関与する体

制を整備 

申請時に業務エフォートの 15% を確保することで、通常業務とのバランスを維

持 

  研究計画の策定を通じて、技術職員のスキルアップや業務の効率化を促進 

課題と対応 

   科研費の理解が不足  

    科研費申請支援のワークショップを実施 

    他大学の成功事例を学ぶ機会を増やす 

   研究成果の「見える化」が不十分  

技術職員の研究貢献を論文・特許・成果報告書に明記する仕組

みを推進 

執行部・事務部門との連携を強化し、研究支援活動を正式に評

価する制度を検討 

設備共用の方向性 

  大学の設備は個人ではなく大学全体の資産として運用すべき 

  学内共用だけでなく、他大学や企業との連携を広げる 

  地域単位のネットワーク形成（例: 信州大学、宇都宮大学との協力） 
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東北大学の取り組み（坂園先生） 

共用ガイドラインの実践 

学内共用機器のリストを作成し、研究者が簡単に検索・予約できるシステムを導

入 

  部局間の意識統一 を進め、共用化のメリットを全学的に認識 

  トップダウンとボトムアップの融合により、現場の意見を反映した運用を実施 

課題 

共用機器情報の統一不足  

   研究者が必要な機器を見つけるのが難しい 

   予約管理システムをより一層整備 

共用意識の統一  

   部局ごとに共用ルールの違いがあり、統一が必要 

   定期的な情報交換会を開催し、運用のベストプラクティスを共有 

 

文科省の視点 

共用ガイドラインの進捗 

  これまでの進展は一定の評価を得ているが、課題も残る 

  人材確保・組織間の連携・地域格差が課題 

  今後の方針として、広域連携の推進と研究環境の最適化を重視 

大学評価の視点 

  単なる「共用ガイドラインの実施」ではなく、大学の研究力向上が最終目標 

  評価指標  

  利用件数、収入、論文数、共同研究数、特許出願数 

  研究基盤整備が大学全体の研究成果にどう影響を与えたかを可視化 

 

参加者の意見 

大阪大学 古谷様 

  「機器の整備だけでなく、人材の確保・育成も重要」 

  「共用設備に対応できる技術職員を確保するための政策が必要」 
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  「人材支援を今後の政策に反映させてほしい」 

文科省の回答 

  研究設備の整備と同時に、技術職員の支援体制を強化 

  現在、1500 万円×8 年間の人件費支援を実施 

  ただし、財政上の制約があり、さらなる拡充には検討が必要 

ポスト共用ガイドライン（今後の展開） 

文科省の方向性 

田邊綾乃氏 

   「共用ガイドライン」は単なる手段であり、研究力向上が最終目的 

   研究設備の共用だけでなく、新技術開発・産学連携を視野に入れる 

   見える化を進め、全国レベルでの共用機器情報の統合を検討 

熊谷果奈子氏 

   研究設備の地域偏在を解消し、広域共用を推進 

   各大学が特色ある共用体制を構築し、相互に補完し合うことが重要 

   研究者が地域を超えて設備を利用できる体制を整備 

 

総括と今後の展望 

栗原会長のまとめ 

  研究基盤整備の課題は資金・人材・組織連携・見える化など多岐にわたる 

  研究力向上を目指し、各大学が独自の特色を活かしながら取り組むことが重要 

  共用ガイドラインは目的ではなく手段であり、最終目標は研究力向上 

  本日の議論を、今後の政策や大学運営に反映していく 

結論 

 研究基盤整備の課題解決には、多面的なアプローチ が必要 

 技術職員の活用・共用体制の強化・研究力向上を目指す 

 文科省の支援を活かしつつ、各大学が主体的に動くことが重要 
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次年度の開催校案内（長崎大学 真木俊英氏） 

次回の開催は 2025 年 10 月 10 日、長崎で行います。この日は、かつて「体育の日」だったこ

ともあり、統計的に 一年で最も晴れる確率が高い日 です。 

長崎へのアクセスは便利になっており、「西九州新幹線かもめ」の運行で鉄道利用がしやすくな

りました。空路では、長崎空港から高速バスで約 50 分で長崎市内に到着します。会場は 長崎駅

西口に隣接する「出島メッセ長崎」 を予定しており、最新の設備が整い、アクセスも良好です。 

長崎は 歴史と文化が融合する街 で、移動もシンプル。市内には路面電車が走っており、観光

もしやすい環境です。開催直前の 10 月 7 日～9 日 には、長崎の伝統的な祭り 「長崎くんち」 

があります。長崎の文化を体験できる貴重な機会なので、興味のある方はぜひご参加ください。

祭り最終日の 9 日にはホテルの空室状況も比較的落ち着くと思いますが、早めの予約をおすすめ

します。 

2025 年 10 月 10 日、長崎でお会いできるのを楽しみにしています。 
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閉会の挨拶（新潟大学 生駒忠明氏 機器分析センター長） 

 

本日のシンポジウムには、約 250 名の方々にご登録いただき、会場には 130 名の皆さまにご参

加いただきました。遠方から足を運んでくださった皆さまにも、改めて心より感謝申し上げま

す。 

本日の議論を通じて、多くの新たな視点を得ることができました。特に「見える化」と「人材

育成」というテーマは、今後の研究基盤の強化において非常に重要な課題であると再認識いたし

ました。また、日々の研究設備の運営や資金確保に追われがちな中で、より広い視点を持ち、戦

略的に取り組んでいく必要性を強く感じております。 

本シンポジウムで得た知見を活かし、引き続き皆さまとともに研究環境の充実に向けて取り組

んでまいりたいと存じます。ご参加いただきました皆さま、誠にありがとうございました。 

 

  

  



- 100 - 

 

 

 

3. 幹事校及び総会開催校履歴 

回 開催年度 会長校 

（総会開催校） 

副会長校 幹事校 1 幹事校 2 備考 

1 平成 9 埼玉大 千葉大 筑波大     

2 平成 10 千葉大 筑波大 横国大     

3 平成 11 筑波大 横国大 埼玉大 千葉大 4 校体制 

4 平成 12 横国大 横国大 豊橋技大 筑波大   

5 平成 13 埼玉大 豊橋技大 千葉大 筑波大   

6 平成 14 豊橋技大 千葉大 名工大 千葉大 3 校体制 

7 平成 15 千葉大 名工大 筑波大     

8 平成 16 名工大 筑波大 群馬大     

9 平成 17 筑波大 群馬大 岐阜大     

10 平成 18 群馬大 岐阜大 宮崎大     

11 平成 19 岐阜大 宮崎大 神戸大     

12 平成 20 宮崎大 神戸大 琉球大     

13 平成 21 神戸大 琉球大 岡山大     

14 平成 22 琉球大 岡山大 富山大     

15 平成 23 岡山大 富山大 農工大     

16 平成 24 富山大 農工大 宇都宮大     

17 平成 25 農工大 宇都宮大 大分大     

18 平成 26 宇都宮大 大分大 電通大     

19 平成 27 大分大 電通大 室蘭工大     

20 平成 28 電通大 室蘭工大 岩手大     

21 平成 29 室蘭工大 岩手大 千葉大     

22 平成 30 岩手大 千葉大 横国大     

23 令和 1 千葉大 横国大 愛媛大     

24 令和 2 オンライン 幹事会制 

25 令和 3 横国大（オンライン）   

26 令和 4 愛媛大   

27 令和 5 鳥取大   

28 令和 6 新潟大  
 

令和 2 年度以降は、総会開催校のみを記載。 

令和 2 年度・3 年度は、新型コロナウイルス禍によりオンライン開催。 
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4. 令和 6 年度 機器・分析センター協議会総会実行委員会名簿 

令和 6 年度実行委員会  

委員   末吉  邦   新潟大学  研究担当理事・副学長  

委員長   ⽵林  浩秀   新潟大学  共用設備基盤センター  センター長/教授  

委員長代理   古川  貢   新潟大学  共用設備基盤センター  准教授  

委員   阿部  優子   新潟大学  共用設備基盤センター  特任専門職員  

委員   岩船  勝敏   新潟大学  共用設備基盤センター  技術専門職員  

委員   五十嵐  文子   新潟大学  共用設備基盤センター  技術職員  

委員  森  勇造   新潟大学  研究企画推進部  部長  

委員   栗原  靖之   協議会  会長/横浜国大  教授  

委員   野口  恵一   協議会  副会長/農工大  教授  

委員   稲⾓  直也   協議会  事業検討委員会/阪大  技術専門職員  

委員  小林  利章   協議会  技術人材委員会/電通大  学術技師  

委員   真木  俊英   協議会  広報委員会/長崎大(次期開催校)  准教授 
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 5. 令和 6 年度 機器・分析センター協議会幹事会名簿 

令和 6 年度幹事会 

会長       栗原 靖之   横浜国立大  

副会長      野口 恵一   東京農工大  

副会長      三隅 将吾   熊本大    

会長補佐  多田 宏子 岡山大    

事業検討委員長  松本 太輝   宇都宮大  

広報委員長    真木 俊英   長崎大    

技術サポ委員長  西口 宏泰   大分大  

外部連携委員長  永野 幸生  佐賀大  

幹事(会計)    桑原 大介   電通大  

幹事(会長指名) 山内 一夫   沖縄科学技術大学院大  

幹事(会長指名) 藤井 寛之   山口大   
   

会計 
  

会計幹事 桑原 大介   電通大  

会計補佐 森 加奈恵   佐賀大 
   

   

会計監査 谷 弘幸 愛媛大 

木村 毅 岩手大 

 

 

事業検討委員会 

委員長 松本 太輝 宇都宮大 

副委員長  稲⾓ 直也 大阪大 

  多田 宏子 岡山大 

林 史夫 群馬大 

中村 敏和 分子研 
   

広報委員会 

委員長 真木 俊英 長崎大    

副委員長   鈴木 智大 宇都宮大   

  鈴木 健之 大阪大 
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下山せいら 宇都宮大 
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技術サポート人材検討委員会 

委員長 西口 宏泰       大分大 

副委員長  小林 利章 電気通信大 

  小野 恭史    富山大 
   

外部連携委員会 

委員長 永野幸雄 佐賀大学 


